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したのは、A 県 B 市立 C 中学校の取り組みである。A 県における「学びの共同体」の取り
組みは、著者が把握しているだけで１００校を越え全国的にも盛んに「学びの共同体」に
取り組んでいる県である。その中でも B 市は、 １９校ある中学校の過半数が「学びの共
同体」に取り組んでいる。C 中学校は、津市の取り組みの中でも比較的早く取り組み始め
た学校の一つであるが、学校づくりとして「学びの共同体」に取り組み始めたのは、山本




B 市では、園児児童生徒の減少に伴い幼稚園・小学校の統合が進んでいる。平成 29 年に
は、県下で初めてとなる義務教育学校が開校し、B 市立の学校は小学校 48 校、中学校 19
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2.2.1.学びの共同体の取組 




























a 教科の本質を捉え、課題を設定するために、教材研究に取り組む。  
b 実践事例をもとに省察する研修を行う。  
c 他者に授業を開き批評を受ける。（全員が一年に一回以上授業を公開する） 
d 事例実践から、指導技術を学ぶ。  
e 学年や教科を越えて、日常的に授業を見合い、子どもの変容を観取る。  
353
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 





る）   
   ＝学びのルール＝ 
① 人の話は、じっくりと聴こう。 
② 「わからない」ときは、まず自分で考えよう。 
③ 考えても「わからない」ときは、「わからない」と言おう。  
④ わからない」ときは「教えて」と言おう。  
⑤ 「教えて」と言われたら「わかる」まで説明しよう。  
⑥ 「わかる」まで聞こう。 
聴き合い、学び合おう！    
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  研究会の内容については以下のとおりである。  
a 公開授業研究会事項（例） 
２・３・４限目  全クラス公開  
５限目 授業提案  
－授業参観するときの視点－  
 ・聴き合う関係が成立しているか。  
 ・子ども同士をつないでいるか  
 ・1 人１人の学びは保障されているか  
（研究協議会・グループ討議は、上記 3 点で行う） 
 内容 
 グループ討議  
 グループ討議の交流  
 助言・講演会  





 １日時 平成 29 年 9 月 6 日（水）5 限目 
 ２学級 2 年 3 組【場所：体育館】  
 ３単元名 一次関数  
 ４単元計画 
   一次関数とグラフ・・・9 時間 
   一次関数と方程式・・・5 時間 
   一次関数の利用・・・・4 時間 
５本時の目標  
   ・共有課題 1 目盛りが１でないグラフ用紙に一次関数のグラフを書くことができ
る。→傾きとは何かがわかっている。  
   ・ジャンプの課題 自分の解き方を、他の人にわかるように説明することができ
る。 
    ６授業の流れ  
① x と y の関係を、グラフに表す。               【グループ】  




人文科学・社会科学編 第 2 号 2019 
長澤 貴，公立中学校における授業改革を軸とした学校改革の取り組みについて 
    ７参観の観点  
    ・ひとりひとりがじっくり考えているか。  
    ・わからなときに周りに聞けているか。  
    ・他者の話をじっくり聴けている。  
   
  エ 他校との共同研究 





平成 27 年度より、同様の研究を進めている他地域の学校（D 市立 E 中学校・F 町
立 G 中学校）との共同研修会を行っている。（8 月 21 日） 














国語A H27 H28 H29 国語B H27 H28 H29
C中学校 74.7 75.4 79.1 C中学校 62.3 65.9 71.1
全国 75.8 75.6 77.4 全国 65.8 66.5 72.2
比較 -1 -0 +2 比較 -4 -1 -1
数学A H27 H28 H29 数学B H27 H28 H29
C中学校 61.3 65.7 75.6 C中学校 36.1 45.8 52.7
全国 64.4 62.2 64.6 全国 41.6 44.1 48.1
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平成 27 年度の卒業式では、卒業生が以下のような答辞を読み上げた。 
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A School reform Centering on Lesson Reform  
in Public Junior High School 
 
Takashi NAGASAWA ，Shigeyuki YAMAMOTO 
 
Abstract 
‘Learning community’ is an effort of school reform focusing on improving classes to 
transform classes into cooperative and explorative learning. However, concerning the 
practice of 'learning community', it is often discussed as methodology of lesson. And 
research has been advanced focusing on clarifying how children learn there. However, 
as the ‘learning community’ is the philosophy and vision of school reform, it is 
necessary to focus on the viewpoint of  ‘learning community’ as school reform. In this 
article, we will focus on the efforts of Tsu Municipal Choyo Junior High School, which 
tackles the ‘learning community’ as a school reform in Tsu City, Mie Prefecture, and 
attempts to clarify the practice of school reform in the ‘learning community’. 
 
Keyword 
‘learning community’ , school reform, subjective-dialogical-deep learning, teacher 
training, school management reform 
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